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今
、
日
本
で
は
イ
ン
ド
経
済
が
熱
い
ま
な
ざ
し

を
受
け
て
い
る
。
中
国
に
次
ぐ
新
興
市
場
と
し
て
、

ま
た
Ｉ
Ｔ
産
業
や
バ
イ
オ
産
業
と
い
っ
た
新
し
い

産
業
の
台
頭
が
見
ら
れ
る
国
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
か
つ
て
、
一
九
九
○
年
代
半
ば
に
も
イ
ン

ド
経
済
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド

は
一
九
九
一
年
か
ら
経
済
改
革
を
開
始
し
、
そ
れ

ま
で
と
っ
て
き
た
閉
鎖
的
な
経
済
政
策
を
転
換
し

た
。
そ
の
後
、
製
造
業
を
中
心
に
投
資
が
増
え
、

日
本
企
業
の
イ
ン
ド
へ
の
進
出
も
増
大
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
一
時
的
な
ブ
ー
ム
に
終
わ
っ
た
。

で
は
、
現
在
の
ブ
ー
ム
は
長
続
き
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
は
中
国
を
追

い
抜
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

●
経
済
改
革
の
目
的

一
九
九
一
年
に
政
権
に
返
り
咲
い
た
国
民
会
議

派
政
権
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
適
応
す

る
た
め
に
経
済
改
革
を
開
始
し
た
。
経
済
改
革
の

内
容
は
六
点
に
要
約
で
き
る
。
第
一
に
、
変
動
相

場
制
へ
の
移
行
で
あ
る
。
第
二
に
、
民
間
部
門
に

対
す
る
投
資
規
制
が
撤
廃
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は

民
間
企
業
が
新
し
い
事
業
所
を
設
立
す
る
時
や
、

既
存
の
生
産
能
力
を
大
幅
に
拡
張
す
る
時
に
は
政

府
の
許
可
（
産
業
ラ
イ
セ
ン
ス
）
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
た
。
現
在
、
民
間
部
門
の
投
資
が
規
制
さ

れ
て
い
る
産
業
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
醸
造
お
よ
び
流

通
、
タ
バ
コ
の
生
産
な
ど
六
産
業
で
あ
る
。
第
三

に
、
政
府
独
占
部
門
を
民
間
に
開
放
し
て
い
っ
た
。

重
工
業
を
中
心
と
し
て
多
く
の
産
業
に
お
い
て
公

営
企
業
が
独
占
し
て
い
た
。
現
在
、
政
府
独
占
部

門
は
原
子
力
、
原
子
力
関
連
、
鉄
道
の
三
産
業
の

み
で
あ
る
。
第
四
に
、
銀
行
制
度
の
改
革
と
資
本

市
場
の
改
革
か
ら
成
る
金
融
改
革
で
あ
る
。
第
五

に
、
一
九
九
四
年
に
イ
ン
ド
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
条
約
を
批

准
し
て
か
ら
輸
入
禁
止
品
目
お
よ
び
制
限
品
目
は

大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
関
税
も
引
き
下
げ

ら
れ
て
い
っ
た
。
第
六
に
、
外
資
に
対
す
る
規
制

が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
イ
ン
ド

で
は
外
国
人
に
よ
る
持
ち
株
が
四
○
％
ま
で
に
制

限
さ
れ
て
い
た
。
外
国
人
に
よ
る
過
半
数
支
配
を

認
め
る
よ
う
に
な
り
、
政
府
の
認
可
さ
え
得
ら
れ

れ
ば
一
○
○
％
出
資
も
可
能
で
あ
る
。

経
済
改
革
の
目
的
は
、
規
制
に
よ
っ
て
歪
め
ら

れ
た
市
場
で
競
争
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
ま
た
、
直
接
投
資
を
通
し
て
先
進
国
の
技
術

を
導
入
し
、
輸
出
を
増
大
さ
せ
て
、
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

●
経
済
改
革
の
結
果

経
済
改
革
に
よ
っ
て
国
内
投
資
規
制
が
撤
廃
さ

れ
た
あ
と
、
耐
久
消
費
財
産
業
を
中
心
と
し
た
投

資
ブ
ー
ム
が
生
じ
た
。
投
資
に
応
じ
て
生
産
も
増

大
し
、
一
九
九
○
年
代
半
ば
に
製
造
業
は
一
○
％

前
後
の
成
長
率
を
維
持
で
き
た
。
し
か
し
一
九
九

六
年
度
に
製
造
業
へ
の
投
資
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、

そ
れ
以
降
は
減
少
し
て
い
る
。
製
造
業
へ
の
投
資

ブ
ー
ム
は
一
時
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

製
造
業
と
は
対
照
的
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
投

資
が
一
九
九
○
年
代
末
か
ら
増
大
し
、
急
成
長
を

遂
げ
て
い
る
。
一
九
九
一
年
に
お
け
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
構

成
比
を
見
て
み
る
と
、
第
一
次
産
業
が
三
四
％
、

第
二
次
産
業
二
四
％
、
第
三
次
産
業
が
四
二
％
と

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
二
○
○
四
年
度
に
な
る
と

二
一
％
、
二
七
％
、
五
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
主

要
産
業
が
農
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
と
移
行
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
一
方
で
、
就
業
人
口
の
構
成
を
見
て
み

る
と
、
一
九
九
九
年
度
に
お
い
て
、
第
一
次
産
業

が
六
二
％
、
第
二
次
産
業
一
五
％
、
第
三
次
産
業

が
二
三
％
と
な
っ
て
い
た
。
農
業
部
門
で
は
就
業

特
集
／
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｜

ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
統
合
と
イ
ン
ド

特
集
に
あ
た
っ
て
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し
て
い
る
が
、
生
活
し
て
い
く
の
に
十
分
な
所
得

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
完
全
就
業
者
が
多
数

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
に
と
っ
て

農
業
は
依
然
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

●
東
を
向
く
イ
ン
ド

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
イ
ン
ド
は
急
速
に
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
接
近
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
○
○

二
年
か
ら
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
に
合
わ
せ
て
、

イ
ン
ド
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
○
○
五
年
一
二
月
に

第
一
回
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
イ

ン
ド
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
接
近
す
る
理
由
の
一
つ
は
、

自
国
へ
の
外
国
資
本
の
誘
致
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の

国
内
市
場
は
一
○
億
人
の
人
口
が
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
き
く
な
い
。
一
九
九
○
年
代
半
ば
に

製
造
業
の
投
資
ブ
ー
ム
が
行
き
詰
っ
た
の
は
、
国

内
販
売
が
伸
び
ず
、
過
剰
投
資
が
明
ら
か
に
な
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
重
要
に
な
る
の
が
輸

出
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
近
隣
に
は
大
き
な
市
場
が

な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
経
済
統
合
を
進
め
て
い

け
ば
、
イ
ン
ド
市
場
の
み
な
ら
ず
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市

場
も
見
据
え
て
直
接
投
資
が
進
出
し
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
イ
ン

ド
へ
の
輸
出
が
し
や
す
く
な
る
た
め
、
一
部
の
産

業
で
は
イ
ン
ド
か
ら
の
撤
退
も
起
こ
り
う
る
。
実

際
に
、
日
本
企
業
の
中
に
も
イ
ン
ド
か
ら
撤
退
し
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
工
場
か
ら
イ
ン
ド
向
け
輸
出
を
始

め
た
企
業
も
あ
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
イ
ン
ド
が
さ
ら
に
発
展
を
遂
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
外
国
と
の
競
争
の
中
で
競
争
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
イ
ン
ド
の

ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
政
策
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
。

で
は
、
イ
ン
ド
経
済
に
お
け
る
貿
易
の
役
割
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一

九
九
三
年
度
に
お
い
て
輸
出
お
よ
び
輸
入
の
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
は
と
も
に
一
一
％
で
あ
っ
た
が
、
二
○
○

四
年
度
に
お
い
て
は
一
三
％
と
一
七
％
と
な
っ
て

い
る
。
輸
入
が
輸
出
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
増
大

し
て
い
る
た
め
、
貿
易
赤
字
は
拡
大
し
て
い
る
が
、

サ
ー
ビ
ス
輸
出
と
海
外
か
ら
の
送
金
の
流
入
が
増

大
し
た
結
果
、
イ
ン
ド
の
国
際
収
支
は
改
善
し
、

外
貨
準
備
は
一
九
九
六
年
以
降
毎
年
増
大
し
続
け

て
い
る
。
経
済
改
革
が
開
始
さ
れ
た
頃
は
、
国
際

収
支
の
悪
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｉ
Ｔ
産
業

の
急
成
長
が
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
。
輸
出
先
を

見
て
み
る
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
の
合
計
の
シ

ェ
ア
が
一
九
九
六
年
度
の
一
一
％
か
ら
二
○
○
四

年
度
の
一
七
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
輸
入
先
に
つ

い
て
も
、
一
九
九
六
年
度
の
九
％
か
ら
二
○
○
四

年
度
の
一
四
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
産

業
界
も
東
ア
ジ
ア
と
の
経
済
統
合
に
よ
る
ビ
ジ
ネ

ス
・
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
こ
と
に
積
極
的
に
な
っ

て
き
た
。
二
○
○
○
年
ご
ろ
に
は
中
国
か
ら
の
輸

入
増
大
に
対
す
る
脅
威
論
が
マ
ス
コ
ミ
で
論
じ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
む
し
ろ
ビ
ジ

ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
と
捉
え
る
論
調
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
。

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

日
本
貿
易
振
興
機
構
は
朝
日
新
聞
、
世
界
銀
行

と
共
催
で
昨
年
一
二
月
八
日
に
経
団
連
会
館
に
お

い
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経

済
統
合
と
イ
ン
ド
」
を
開
催
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
目
的
は
、
経
済
改
革
以
降
、
安
定
し
た
経
済

成
長
を
遂
げ
て
き
た
イ
ン
ド
経
済
が
世
界
経
済
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
か
を
探
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
グ
デ
ィ
シ
ュ
・
バ
グ
ワ
テ
ィ
は
、

貿
易
自
由
化
の
制
度
的
枠
組
み
と
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

重
要
性
を
指
摘
し
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
二
国
間
交
渉

が
進
展
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
き
た
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
例
外
事
項
が
あ
り
、
国
際

的
ル
ー
ル
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
各

国
が
相
手
国
に
よ
っ
て
異
な
る
ル
ー
ル
を
管
理
維

持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
バ
グ
ワ
テ
ィ
は
「
ス
パ
ゲ
テ
ィ
・
ボ
ウ
ル
」
現

象
と
呼
ん
で
い
る
。
ホ
ミ
・
カ
ラ
ス
は
東
ア
ジ
ア

経
済
統
合
の
経
験
を
、
張
宇
燕
は
中
印
の
経
済
関

係
を
、
チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ス
テ
ー
ト
ー
ン
は
タ
イ

・
イ
ン
ド
経
済
関
係
を
、
内
川
は
イ
ン
ド
の
経
済

改
革
の
問
題
点
を
、
ラ
メ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
は
イ

ン
ド
に
お
け
る
農
業
改
革
の
重
要
性
を
論
じ
た
。

な
お
、
本
特
集
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
に
議

事
録
作
成
を
担
当
し
て
く
れ
た
山
形
辰
史
、
村
山

真
弓
、
久
保
研
介
、
小
田
尚
也
、
牧
野
百
恵
、
佐

藤
創
、
樹
神
昌
弘
の
当
研
究
所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

開
催
報
告
書
（
日
本
語
・
英
語
、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
所
内
資
料
）
に
拠
っ
て
い
る
。
掲
載
記
事
の

編
集
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
藤
創
、
樹
神
昌
弘

両
氏
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

（
う 

ち
か
わ　

し
ゅ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
研
究
企
画
部
）
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